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1【巻頭言】
「明治大学情報基盤本部が目指す組織イノベーション」
情報基盤本部長　阪井和男
　このたび明治大学情報基盤本部では，19年間の歴史をもつ情報科学センター年
報と13年間続いてきた総合情報システム協議会報告書の二つを統廃合した新雑誌
『lnformatics』を発刊することとなりました。これまで各機関の報告書として位置づけさ
れていましたが，情報科学センター年報にはこれに加えて紀要論文誌としての実績も
ありピアレビュー誌として査読論文を掲載していました。新雑誌『lnfbrmatics』では，明
治大学情報基盤本部の報告書としての機能に加えて，ピアレビュー誌としての査読
論文誌としての機能も継承しつつ，年2回の定期的な刊行を目指しています。
明治大学情報基盤本部は2007年4月に発足したばかりです。当本部は，学長の付属機関として位置づけら
れていた情報科学センターが担っていた定常的な教育機能と教育支援機能が「教育の情報化推進本部」として
教務部のもとに再編されたことを受け，これまで総合情報システム協議会が担ってきたネットワーク構築と運用・
支援，ならびに事務システム課が担ってきた機能を統合することによって，大学全体の情報基盤の最適化を目
指して理事会のもとに設置されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
大学のなかでも当本部をはじめとする情報関連組織は，激しい環境変化にさらされ続けてきた比較的新しい
組織です。このため他部署と比べると異質な文化をもっ特異な存在になっています。これらのことを振り返りなが
ら当本部に求められる活動を検討してみましょう。
　まず，ここでいう激しい環境変化とは外部環境の変化と内部環境の変化の二つの変化からなっています。ま
ず外部環境の変化とは，大学教育の改革へのさまざまな圧力とそれに即応すべく求められるスピード化への対
応と，インターネットの商用化にともなう社会生活への急速な普及です。教育改革のスピード化によって，大学業
務の改革を促し業務を支える事務システムの抜本的再構築が求められるとともに，教員・職員間の緊密なコミュ
ニケーション基盤の構築が急がれています。一方で，インターネットの普及は大学で利用するユーザの空洞化
を促しています。かつて垂挺の的であった先進的なインターネット環境は大学だけが提供していました。しかし
現在では，そんな大学が提供する高品位の情報基盤から，多様で豊富なサービスを提供しているインターネット
の世界へと，ユーザがどんどん逃げ出しているのです。この傾向は，ユーザの中でも学生と教員に顕著だといえ
ます。
内部環境の変化は，情報部門の解体と情報機構の再構築を促しました。明治大学では，2007年9月に事務
機構改革が行われ，リバティタワー竣工の1998年以来統合されていた情報システム事務部が2部3課5グルー
プへと解体されました。これらの動きに対応すべく，19年間続いた情報科学センターを2007年3月で解体し，
新しく理事会直下の情報系機構として「情報基盤本部」を設置したわけです。すでに2年前に先行して設置され
ていた「教育の情報化推進本部」が教務部のもとに位置づけられていますので，明治大学の情報組織は一本足
から二つの本部による二足歩行の時代に入ったといえます。
2　このような内外の激しい環境変化の真っ只中であるにもかかわらず，人的・予算的資源が縮小されるなかで諸
課題に取り組んでいくには，どんな方法があるでしょうか。
　私たちのコア・エッセンスを生かして私たちそのものが変革を遂げるしかないでしょう。私たちの組織には，他
の大学組織にはあまりみられない特異な文化があります。それは次の二つの活動：（1）情報科学センター以来の
伝統である教員と職員が一体となった組織的活動，（2）情報技術担当職員による専門的活動一によって特徴
付けられます。これらをコア・エッセンスとしてさらに磨きをかけっっ画期的な組織パフォーマンスを生み出す方
法を探りだす必要があります。これはまさに組織イノベーションを私たちの手で実現することに他なりません。
　組織イノベーションで目指すべき方向を考えるうえで意識しておかなければならないことがあります。「私たち
の活動はいったい誰のためのものか？」という問です。私たちの存在と活動は，大学のすべての構成員とすべて
のステークホルダーのためのものであるはずです。これが実現しているかどうかは次の間でわかるでしょう。「は
たして私たちは学生から喜ばれているのでしょうか。」「職員や教員から喜ばれるサービスを提供できているので
しょうか。」「他部署の職員は気軽に相談を持ちかけてきてくれていますか。」「もう二度と窓口に来たくないと思わ
せていないですか。」私たちが提供するサービスは，すべてのステークホルダーから喜ばれ感謝されるべきです。
そうなってこそ，私たちの存在と意義が大学の中で認められ，私たちもそのことを誇りに思って働けるようになる
のですから。この本部をそんな透明感のある活動ができる組織に変えていかなくてはなりません。
　このような組織イノベーションを生み出すには，まずなによりも私たち自身が健全な組織である必要があります。
このためには，組織の内側と外側に対してオープンな組織であることが重要だと考えています。内側にオープン
であるとは，2部3課5グループに別れた一般職員ならびに技術担当職員が本部に所属する教員たちとともに
目的を一にした共鳴的な活動をなすことです。そして，これらの活動が全体としてミクロマクロループをなして一
つの大きなコミュニケーションループを形成する必要があります。これらの活動ユニットとなることを期待して，当
本部ではプロジェクト方式を導入した業務遂行体制の確立を目指しています。そして，外側にオープンであるた
めには，外部との連携が欠かせません。大学情報サミットと連携した継続的な活動と，研究機関や企業など学内
外の諸機関との研究活動やプロジェクト活動がこれにあたると考えています。これらの活動を促進するための仕
掛けとして特任研究員制度を導入しました。これによって，外部機関の協力者を特任研究員として迎え入れ，私
たちとともにプロジェクトを遂行できるようになりました。
　私たちは働く喜びと誇りを取り戻し，私たちのコア・エッセンスを生かしつつ画期的な組織パフォーマンスを生
み出す組織イノベーションを成し遂げることで，明治大学のすべてのステークホルダーから認められ喜ばれ感謝
される，そんな透明感のある活動を実現すべく努力をしていきます。
